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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和4年4月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。
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　今回のリニューアルでは、パソコンの他にスマー
トフォンやタブレットからも、快適にご利用いただ
けるようになりました。また、「大阪赤十字病院
看護師の1日」という動画も掲載していますので、
ぜひご覧ください。ご利用の皆さまにとって、より
使いやすいサイトをめざ
してまいりますので、今後
ともよろしくお願いいた
します。

News大阪赤十字病院 看護部の
ホームページをリニューアルしました

人事異動情報 （令和3年12月31日～令和4年4月1日）

〈令和4年１月１日付〉【リウマチ・膠原病内科部】中窪　悠登（非常勤嘱託医師）　
【消化器外科部】岡田　倫明（医長）／西田　和樹（専攻医）
〈3月１日付〉【心臓血管外科部】岩倉　篤（非常勤嘱託医師→〈4月１日付〉部長）
〈4月１日付〉【リウマチ・膠原病内科部】寺前　友樹（専攻医）／妻鹿　旭（常勤嘱託医師）
【腎臓内科部】長谷部　雅子（専攻医）／村田　幹（専攻医）／山本　紘子（専攻医）
【血液内科部】吉岡　聡（副部長）／池田　正俊（専攻医）／曽根　万里江（専攻医）
【糖尿病・内分泌内科部】村部　公亮（専攻医）　【消化器内科部】武田　康宏（医長）／
辻本　彰子（医長）／安藤　徳晃（専攻医）／岡井　夏輝（専攻医）／紙屋　熙紀（専攻医）
／野間　宥佑（専攻医）／藤原　裕也（専攻医）　【脳神経内科部】今村　大智（専攻医）
／三宅　智彬（非常勤嘱託医師）　【消化器外科部】田中　敬太（医師）／増尾　彰彦
（医師）／嶋村　亜紀（専攻医）／谷田　梨乃（専攻医）／藤本　貴士（専攻医）　【心臓血管
外科部】石上　雅之助（医長）　【眼科部】岡本　洋子（医長）　【産婦人科部】水野　友香子
（医師）　【皮膚科部】中野　宏明（専攻医）　【耳鼻咽喉科・頭頸部外科部】江藤　杏奈
（専攻医）／大坂　和士（専攻医）／安田　大志（専攻医）　【小児科部】大部　聡（医師）
／柴田　幸穂（専攻医）／西林　優（専攻医）　【小児外科部】高松　由布子（医師）
【呼吸器内科部】葭　七海（専攻医）／國宗　直紘（専攻医）／田中　佑磨（専攻医）／
藤原　直樹（専攻医）／宮里　和佳（専攻医）／矢野　翔平（専攻医）　【精神神経科部】
山本　和功（専攻医）　【整形外科部】中村　賢司（医長）／芳山　貴樹（専攻医）　【脳神経
外科部】呉　浩一（医師）／松川　爽（医師）　【歯科口腔外科部】正重　裕一（副部長）／
長谷　小町（非常勤嘱託医師）　【麻酔科・集中治療部】楠　淑（医師）／新田　翔（専攻
医）／黒田　友顯（常勤嘱託医師）　【救急科部】永井　淳（常勤嘱託医師）　【病理診
断科部】家村　宜樹（非常勤嘱託医師）／伊藤　寛朗（非常勤嘱託医師）／竹内　康英
（非常勤嘱託医師）／寺田　和弘（非常勤嘱託医師）　【臨床研修医】赤田　威／今村　啓明
／亀井　美奈／坂賀　綾／佐藤　聡太／手納　忠信／西村　淑代／長谷川　真意／
服部　友哉／藤井　恒輔／増田　健人／宮里　智博／山田　祐輔　【歯科口腔外科部・
臨床研修医】湯川　瑳季

採用

〈令和3年１2月31日付〉【リウマチ・膠原病内科部】西村　望美（非常勤嘱託医師）
〈令和4年2月28日付〉【心臓血管外科部】野中　道仁（医長）　【産婦人科部】
田村　年規（専攻医）
〈3月31日付〉【院長室】中山　正吾（副院長→救急科部常勤嘱託医師）　【リウマチ・
膠原病内科部】上月　友寛（非常勤嘱託医師）／中窪　悠登（非常勤嘱託医師）　【腎臓
内科部】大宮　千明（専攻医→医師）／北井　順也（専攻医）／東　良亮（専攻医）／
福島　知穂（専攻医）　【血液内科部】金子　仁臣（副部長）／山田　知佳（医師）／
奥　雄暉（専攻医）／仲　亮祐（専攻医）／新田　彩巴（専攻医）／由比　直樹（専攻医）
【糖尿病・内分泌内科部】周　素蘇（専攻医）　【消化器内科部】木村　佳人（医長）／
岸渕　安也名（専攻医）／北浦　真珠（専攻医）／塚本　和之（専攻医）／佃　頌敏（専攻医
→医師）／南條　俊也（専攻医）／塙　悠佑（専攻医）／瀧本　郁久（非常勤嘱託医師）
【循環器内科部】今本　量允（専攻医）／川上　栞里（専攻医→医師）／松任　健一
（専攻医）／二宮　智紀（非常勤嘱託医師）　【脳神経内科部】長谷部　祥子（医師→
非常勤嘱託医師）／池田　一俊（専攻医→医師）／野村　倫子（専攻医）／鈴木　聡
（非常勤嘱託医師）　【腫瘍内科部】生駒　龍興（専攻医）　【乳腺外科部】仙田　典子
（非常勤嘱託医師→医長）／山﨑　誠二（非常勤嘱託医師）　【消化器外科部】橋本　恭弘
（医師）／烏山　拓馬（専攻医）／塚崎　翔太（専攻医→医師）／西川　裕太（専攻医）／
西田　和樹（専攻医→医師）　【心臓血管外科部】髙﨑　直（医師）／駒井　宏好（非常
勤嘱託医師）　【眼科部】中西　正典（医長）／田宮　良輔（専攻医）　【産婦人科部】
清川　晶（医長）／米山　華蓮（専攻医→医師）　【皮膚科部】阪口　有里（専攻医）／
角南　志保（専攻医→医師）　【耳鼻咽喉科・頭頸部外科部】長谷部　孝毅（医師）／
田中　千智（専攻医）／藤川　詩織（専攻医）／北野　正之（非常勤嘱託医師）／箕山　学
（非常勤嘱託医師）／吉松　誠芳（非常勤嘱託医師）　【小児科部】楠本　将人（専攻医）
【小児外科部】大野　耕一（部長）　【呼吸器内科部】伊藤　雅弘（専攻医）／髙橋　祥太
（専攻医）／爲定　裕貴（専攻医）／水谷　萌（専攻医）　【呼吸器外科部】小林　萌
（専攻医）　【精神神経科部】村田　吉司（専攻医）　【整形外科部】小西　宏樹（医師）
／小林　雅典（医師）　【脳神経外科部】松井　雄哉（医師）／鳥牧　伸哉（専攻医）
【歯科口腔外科部】井奥　雄介（歯科医師）／田中　優希（非常勤嘱託歯科医師）　【放射
線診断科部】山内　盛敬（医長→非常勤嘱託医師）／伊藤　久尊（医師）／宇都宮　友輔
（専攻医）／大倉　良太（専攻医）／金　賢真（専攻医）　【麻酔科・集中治療部】奥　聡
（医師）／白　健人（医師）／森長　郁慧（専攻医）／谷口　晶子（常勤嘱託医師→医師）
／青野　壮宏（非常勤嘱託医師）／山本　真理子（非常勤嘱託医師→医師）　【臨床検査
科部】中島　康夫（常勤嘱託医師）　【教育研修推進室】北川　景都（専攻医）／木村　沙江
（専攻医）　【大手前整肢学園】山本　英彦（園長→臨床検査科部常勤嘱託医師）
【臨床研修医】岡田　慎理（→血液内科部専攻医）／梶川　珠未／桑山　和真／鈴木　努
／瀧内　悠平／津田　洋之介／中田　雄一（→循環器内科部専攻医）／羽賀　すみれ
（→放射線診断科部専攻医）／榛間　英真／三宅　雄大（→消化器内科部専攻医）／
山形　知央／米澤　侑太　【歯科口腔外科部・臨床研修医】小林　祐佳

退職

転入

https://www.osaka-med.jrc.or.jp/nurse/

　３月３日（救急窓口については３月２日の１７時以降）より、銀聯カードと非接触型決済の
うちiDとQUICPay＋の使用が可能になりました。ご使用いただけるクレジットカードブラ
ンドおよび非接触型決済は以下のとおりです。

Newsお支払方法が増えました

４月１日より、以下の窓口に顔認証付きカードリーダーを設置し、
マイナンバーカードを利用した保険資格確認を開始しました。

Newsマイナンバーカードでの保険資格確認を開始

「ウクライナ人道危機救援金」の受付について

▲トップページ▲大阪赤十字病院 看護師の1日

新

　日本赤十字社は、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社が実施
するウクライナでの人道危機対応およびウクライナからの避難民を受け入れる周辺国とその
他の国々における救援活動を支援するため、以下のとおり、海外救援金を募集しています。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

受付期間は延長される場合があります。

国際赤十字・赤新月社連盟および日本赤十字社の対応状況については、赤十字国際ニュースおよび日本赤十字社
ホームページに随時掲載する予定です。

詳しくは、日本赤十字社のホームページをご確認ください。

令和４年３月２日（水）～５月31日（火）受付期間
●ゆうちょ銀行
　口座番号 ００１１０－２－５６０６　　加入者名 日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）
●都市銀行　口座名義はいずれも「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」

https://www.jrc.or.jp

※通信欄に「ウクライナ人道危機」と明記してください。／受領証を希望される方は併せて「受領証希望」と明記してくだ
　さい。／ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。／金融機関によっては、振込手数
　料が別途かかる場合があります。 
【税制上の取扱いについて】個人については、所得税法第78条第２項第３号、法人については、法人税法第37条第
４項に規定する寄附金に該当します。なお、本救援金については、個人住民税に係る寄付金控除の対象にはなりません。

ア）三井住友銀行  すずらん支店  （普）２７８７７８１　イ）三菱UFJ銀行  やまびこ支店  （普）２１０５７８４ 
ウ）み ず ほ銀行  ク ヌ ギ支店  （普）０６２３４７１

使用可能場所 ・2階収納窓口　・1階救急受付窓口

カードリーダー設置場所 ・保険証確認窓口　・地域医療連携窓口　・救急受付窓口

★2階の自動精算機ではご使用いただけません
　ので、ご注意ください。

★従来の保険証も使用できます。また、公費負担医療には
　対応していませんので、受給者証等をご提示ください。

食だより／春　旬を味わう「そらまめと春野菜のポテトサラダ」　　　お薬ミニ知識／たかが胃薬、されど胃薬
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
2022年度「人道支援活動」／コロナ禍において〝こころ〟の健康を保つために　　　Topics Box〈ニュース＆イベント〉

〈令和4年4月1日付〉【放射線診断科部】福本　元気（医師）　

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和4年4月発行　第80号1 8
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■ 実施期間 ： 令和3年12月13日～12月17日
■ 対　　象 ： 外来および入院中の患者さん
■ 実施方法 ： アンケート用紙への記入およびウェブ回答
■ 回 収 数 ： 〈外来〉1,000件、〈入院〉284件

外来・入院 患者 アンケート調査

※一部のグラフについては、四捨五入により合計が100％になっていないものがあります。

本年も「外来・入院 患者アンケート調査」を行いました。
その結果の一部を報告します。
アンケートにご協力いただきありがとうございました。

結果報告

100（％）806040200

看護師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

看護師の検査や
処置についての説明
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0.8％
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外 来

外 来

●「面会時間」について改善を求めるご意見

●「食事」について改善を求めるご意見

仕方のないことですが、コロナで家族と面会できないのが残念です。

食事のバリエーションがもっとあればいいと思います。

大変お世話になりました。皆さん（看護師さん）の
笑顔に救われました。ありがとうございました。

主治医の先生、担当の先生、看護師の方々、とて
も親切で丁寧で安心して入院生活を送ることが
できました。ありがとうございました。

満足率の

カテゴリ毎合計の平均満足率

（　　　平均満足率）

91.1％
医師の対応

77.8％
施設・設備など

91.9％
看護師の対応

87.9％
その他職員の対応

89.5％コメディカルの対応

91.2％
88.2％

総　合

上位 3つ

満足率の 病院全体の満足率について上位 3つ入 院

ア
ン
ケ
ー
ト
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見

●「
駐
車
料
金
の
割
引
が
わ
か
り
に
く
い
」と
の
ご
意
見
に
つ
い
て

入
院
日
の
送
迎

◆
当
院
で
は
外
来
受
診
日
と
入
退
院
日
の
み
割
引
が
あ
り
ま
す
。外
来
受
診
日
は
、２
階

駐
車
場
連
絡
通
路
の
手
前
に
あ
る
黄
色
い
機
械「
事
前
精
算
機
」に
、必
ず『
①
駐
車
券

　②
診
察
券
』の
順
番
に
挿
入
し
て
く
だ
さ
い（
重
ね
て
入
れ
る
と
機
械
故
障
の
原
因
に

な
り
、割
引
の
適
用
が
で
き
ま
せ
ん
）。３
時
間
ま
で
の
割
引
を
適
用
し
ま
す
。

入
退
院
日
の
駐
車
券
の
割
引
手
続
き
は
次
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●「
待
ち
時
間
が
長
い
」と
の
ご
意
見
に
つ
い
て

◆
同
じ
内
容
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
て
い
ま
す
。大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

時
折
、診
察
予
約
時
間
に
来
院
さ
れ
、「
今
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？
」と
の
質
問

を
お
受
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。前
回
受
診
時
に
、ご
案
内
不
足
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、検
査
結
果
を
医
師
が
確
認
し
て
診
察
を
行
い
ま
す
の
で
、検
査（
採
血・尿
検

査・レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
）が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、予
約
時
間
の
前
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。採
血
の
場
合
、結
果
が
出
る
ま
で
に
は

１
時
間
〜
１
時
間
半
程
度
か
か
り
ま
す
。一部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、検
査
に
予
約
時
間

が
あ
る
場
合
は
、そ
の
時
間
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２
階 

入
院
前
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

退
院
日
の
送
迎
↓ ↓

１
階 

北
玄
関
の
防
災
セ
ン
タ
ー

●「新型コロナウイルス感染症対策」について改善を求めるご意見

入口の手指消毒液が小さすぎて、なくなっていることが多い。こまめに
取り換えてほしいです。

◆食事の量やメニューについては、患者さんの病状・治療に必要なエネル
　ギー・塩分量などを計算して献立を作成しています。味が薄いと感じられ
　るかもしれませんが、入院食は病状回復の促進だけでなく、退院後の
　食事のお手本となるような役割を担っています。安全で安心できる
　おいしい食事の提供を今後も心がけます。

◆院内の出入口に手指消毒液を設置しています。設置箇所については、現時
　点では増やす予定はございませんが、１月13日から自動噴射式のタイプに
　変更し、内容量も増量しました。来院時および離院前にご利用ください。

●「待合室」について改善を求めるご意見

待合室に人が多く、座る場所がないことがある。そういう点は、コロナ
対策に不安を感じる。

◆「付き添いの人数が多く、中待合いの椅子が付き添いの方に占領されて
　困っています」とのご意見がありました。院内アナウンスでもお願いしていま
　すが、院内感染を防ぐ観点からも、原則、付き添いの方は、お一人のみで
　お願いいたします。新型コロナウイルス感染症対策で、椅子を間引いている
　待合いもありますので、患者さん優先でご利用ください。

下位外 来 満足率の 3つ

下位満足率の 3つ入 院

（％）100
90
80
70
60
50
40
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不満

100（％）806040200

予約コールセンターの
対応はいかがでしたか

新型コロナウイルス
感染症対策は
いかがでしたか

非常に満足

満足 50.8％

25.1％

やや不満

どちらとも言えない

2.9％

1.4％

19.7％

18.7％

23.3％ 56.3％ 17.4％

56.4％ 19.5％
4.5％

0.9％

2.5％

0.6％

外来待合室の環境は
いかがでしたか

100（％）806040200

看護師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

医師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

スタッフステーション
事務職員の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

44％

52.3％

51.6％

非常に満足 44％

52.3％

51.6％

非常に満足 満足 53.4％

どちらとも言えない 2.6％

44.1％

44％

2.9％

3.6％

0.4％

0.7％

0.4％

やや不満

不満

満足 30.9％

100（％）806040200

食事メニューと味

病室のテレビや
冷蔵庫設備

面会時間 25.5％

15.1％

20.5％

15.1％

20.5％

非常に満足

どちらとも
言えない

7.4％

42％ 25.6％

59.4％ 13.9％

12.6％

4.6％

12.8％

不満
23.4％

やや不満

5.3％

0.8％

93.4％
その他職員の対応

入 院

カテゴリ毎合計の平均満足率

（　　　平均満足率）

92.2％
医師の対応

78.9％
施設・設備など

95.3％
看護師の対応

94.2％
90.8％

総　合
（％）100

90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

各カテゴリの満足率は、各カテゴリの合計に対し、「非常に満足」、「満足」と
答えた回答数の割合を表示しています。

■
外
来
、入
院
と
も
に
総
合
満
足
率
が
90
％
以
上
と
大
変
高
い
評
価
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　・外
来
に
つ
い
て
は
91・２
％（
前
年
度
91・０
％
）で
昨
年
度
よ
り
0.2
％
ア
ッ
プ

　・入
院
に
つ
い
て
は
94・２
％（
前
年
度
92・６
％
）で
昨
年
度
よ
り
1.6
％
ア
ッ
プ

■
特
に
、医
療
職（
医
師・看
護
師・そ
の
他
の
職
員
）に
対
す
る
満
足
率
は
、入
院
で
は

　
い
ず
れ
も
90
％
超
で
あ
り
、患
者
さ
ん
の
満
足
率
は
非
常
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

　一
方
外
来
で
は
、昨
年
度
よ
り
0.4
％
〜
1.8
％
下
が
っ
て
お
り
、こ
の
結
果
を
受
け
て

　
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
施
設
設
備
な
ど
に
関
し
て
は
、全
体
的
に
満
足
率
が
低
く
、改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は

　
速
や
か
に
検
討
を
始
め
ま
す
。

■
患
者
さ
ん
か
ら
の
満
足
率
が
低
く
、特
に
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
課
題
は
次
の

　
と
お
り
で
す
。

　・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
　 

・外
来
の
待
ち
時
間・待
合
い
室
の
環
境

　・入
院
時
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
味
　 

・入
院
中
の
面
会
時
間

今
回
の
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、『
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
』で

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
強
化
し
ま
す
。

今
後
も
地
域
医
療
に
貢
献
し
、患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、よ
り
良
い
病
院
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

【
調
査
を
終
え
て
】

とてもやさしい対応をしてくださるので、雰囲気がいいです。
患者の気持ちに寄り添ってくださり、うれしく思います。挨拶
や言葉遣いが気持ちいいです。

とても親切で、質問にもきちんと答えてくれます。安心します。
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■ 実施期間 ： 令和3年12月13日～12月17日
■ 対　　象 ： 外来および入院中の患者さん
■ 実施方法 ： アンケート用紙への記入およびウェブ回答
■ 回 収 数 ： 〈外来〉1,000件、〈入院〉284件

外来・入院 患者 アンケート調査

※一部のグラフについては、四捨五入により合計が100％になっていないものがあります。

本年も「外来・入院 患者アンケート調査」を行いました。
その結果の一部を報告します。
アンケートにご協力いただきありがとうございました。

結果報告

100（％）806040200

看護師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

看護師の検査や
処置についての説明
はいかがでしたか

医師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか 49％

45.6％

43.9％

非常に満足 49％

45.6％

43.9％

非常に満足 満足 44.7％

どちらとも言えない 5.1％

47.3％

48.6％

やや不満
0.7％

不満
0.5％

0.3％5.9％

6.6％

0.8％

0.8％

0.1％

外 来

外 来

●「面会時間」について改善を求めるご意見

●「食事」について改善を求めるご意見

仕方のないことですが、コロナで家族と面会できないのが残念です。

食事のバリエーションがもっとあればいいと思います。

大変お世話になりました。皆さん（看護師さん）の
笑顔に救われました。ありがとうございました。

主治医の先生、担当の先生、看護師の方々、とて
も親切で丁寧で安心して入院生活を送ることが
できました。ありがとうございました。

満足率の

カテゴリ毎合計の平均満足率

（　　　平均満足率）

91.1％
医師の対応

77.8％
施設・設備など

91.9％
看護師の対応

87.9％
その他職員の対応

89.5％コメディカルの対応

91.2％
88.2％

総　合

上位 3つ

満足率の 病院全体の満足率について上位 3つ入 院

ア
ン
ケ
ー
ト
に
い
た
だ
い
た
ご
意
見

●「
駐
車
料
金
の
割
引
が
わ
か
り
に
く
い
」と
の
ご
意
見
に
つ
い
て

入
院
日
の
送
迎

◆
当
院
で
は
外
来
受
診
日
と
入
退
院
日
の
み
割
引
が
あ
り
ま
す
。外
来
受
診
日
は
、２
階

駐
車
場
連
絡
通
路
の
手
前
に
あ
る
黄
色
い
機
械「
事
前
精
算
機
」に
、必
ず『
①
駐
車
券

　②
診
察
券
』の
順
番
に
挿
入
し
て
く
だ
さ
い（
重
ね
て
入
れ
る
と
機
械
故
障
の
原
因
に

な
り
、割
引
の
適
用
が
で
き
ま
せ
ん
）。３
時
間
ま
で
の
割
引
を
適
用
し
ま
す
。

入
退
院
日
の
駐
車
券
の
割
引
手
続
き
は
次
の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●「
待
ち
時
間
が
長
い
」と
の
ご
意
見
に
つ
い
て

◆
同
じ
内
容
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
頂
戴
し
て
い
ま
す
。大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

時
折
、診
察
予
約
時
間
に
来
院
さ
れ
、「
今
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？
」と
の
質
問

を
お
受
け
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。前
回
受
診
時
に
、ご
案
内
不
足
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、検
査
結
果
を
医
師
が
確
認
し
て
診
察
を
行
い
ま
す
の
で
、検
査（
採
血・尿
検

査・レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
）が
入
っ
て
い
る
場
合
は
、予
約
時
間
の
前
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。採
血
の
場
合
、結
果
が
出
る
ま
で
に
は

１
時
間
〜
１
時
間
半
程
度
か
か
り
ま
す
。一部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
、検
査
に
予
約
時
間

が
あ
る
場
合
は
、そ
の
時
間
に
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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入
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サ
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ト
セ
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ー

退
院
日
の
送
迎
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北
玄
関
の
防
災
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ン
タ
ー

●「新型コロナウイルス感染症対策」について改善を求めるご意見

入口の手指消毒液が小さすぎて、なくなっていることが多い。こまめに
取り換えてほしいです。

◆食事の量やメニューについては、患者さんの病状・治療に必要なエネル
　ギー・塩分量などを計算して献立を作成しています。味が薄いと感じられ
　るかもしれませんが、入院食は病状回復の促進だけでなく、退院後の
　食事のお手本となるような役割を担っています。安全で安心できる
　おいしい食事の提供を今後も心がけます。

◆院内の出入口に手指消毒液を設置しています。設置箇所については、現時
　点では増やす予定はございませんが、１月13日から自動噴射式のタイプに
　変更し、内容量も増量しました。来院時および離院前にご利用ください。

●「待合室」について改善を求めるご意見

待合室に人が多く、座る場所がないことがある。そういう点は、コロナ
対策に不安を感じる。

◆「付き添いの人数が多く、中待合いの椅子が付き添いの方に占領されて
　困っています」とのご意見がありました。院内アナウンスでもお願いしていま
　すが、院内感染を防ぐ観点からも、原則、付き添いの方は、お一人のみで
　お願いいたします。新型コロナウイルス感染症対策で、椅子を間引いている
　待合いもありますので、患者さん優先でご利用ください。

下位外 来 満足率の 3つ

下位満足率の 3つ入 院
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不満

100（％）806040200

予約コールセンターの
対応はいかがでしたか

新型コロナウイルス
感染症対策は
いかがでしたか

非常に満足

満足 50.8％

25.1％

やや不満

どちらとも言えない

2.9％

1.4％

19.7％

18.7％

23.3％ 56.3％ 17.4％

56.4％ 19.5％
4.5％

0.9％

2.5％

0.6％

外来待合室の環境は
いかがでしたか

100（％）806040200

看護師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

医師の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

スタッフステーション
事務職員の言葉遣いや
対応はいかがでしたか

44％

52.3％

51.6％

非常に満足 44％

52.3％

51.6％

非常に満足 満足 53.4％

どちらとも言えない 2.6％

44.1％

44％

2.9％

3.6％

0.4％

0.7％

0.4％

やや不満

不満

満足 30.9％

100（％）806040200

食事メニューと味

病室のテレビや
冷蔵庫設備

面会時間 25.5％

15.1％

20.5％

15.1％

20.5％

非常に満足

どちらとも
言えない

7.4％

42％ 25.6％

59.4％ 13.9％

12.6％

4.6％

12.8％

不満
23.4％

やや不満

5.3％

0.8％

93.4％
その他職員の対応

入 院

カテゴリ毎合計の平均満足率

（　　　平均満足率）

92.2％
医師の対応

78.9％
施設・設備など

95.3％
看護師の対応

94.2％
90.8％

総　合
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0

各カテゴリの満足率は、各カテゴリの合計に対し、「非常に満足」、「満足」と
答えた回答数の割合を表示しています。
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と
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合
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率
が
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以
上
と
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変
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。
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■
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に
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の
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の
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員
）に
対
す
る
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率
は
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で
は

　
い
ず
れ
も
90
％
超
で
あ
り
、患
者
さ
ん
の
満
足
率
は
非
常
に
高
く
な
り
ま
し
た
。

　一
方
外
来
で
は
、昨
年
度
よ
り
0.4
％
〜
1.8
％
下
が
っ
て
お
り
、こ
の
結
果
を
受
け
て

　
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
施
設
設
備
な
ど
に
関
し
て
は
、全
体
的
に
満
足
率
が
低
く
、改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は

　
速
や
か
に
検
討
を
始
め
ま
す
。

■
患
者
さ
ん
か
ら
の
満
足
率
が
低
く
、特
に
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
課
題
は
次
の

　
と
お
り
で
す
。

　・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
関
連
　 

・外
来
の
待
ち
時
間・待
合
い
室
の
環
境

　・入
院
時
の
食
事
メ
ニ
ュ
ー
や
味
　 

・入
院
中
の
面
会
時
間

今
回
の
調
査
の
結
果
を
受
け
て
、『
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
』で

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
改
善
し
て
い
く
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
強
化
し
ま
す
。

今
後
も
地
域
医
療
に
貢
献
し
、患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
受
診
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、よ
り
良
い
病
院
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

【
調
査
を
終
え
て
】

とてもやさしい対応をしてくださるので、雰囲気がいいです。
患者の気持ちに寄り添ってくださり、うれしく思います。挨拶
や言葉遣いが気持ちいいです。

とても親切で、質問にもきちんと答えてくれます。安心します。
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高
校
２
年
生
の
夏
休
み
、も
と
も

と
身
体
に
麻
痺
の
あ
っ
た
妹
が
脳
出

血
で
倒
れ
ま
し
た
。そ
の
お
見
舞
い

で
通
い
つ
め
た
大
阪
赤
十
字
病
院
に
、看
護
師

と
し
て
戻
って
き
た
の
は
入
職
４
年
目
の
こ
と
。

よ
う
や
く
一
人
前
に
な
り
か
け
た
頃
で
し
た
。

新
人
時
代
は
、「
早
く
自
分
の
判
断
で
患
者
さ

ん
を
手
助
け
し
た
い
」と
心
待
ち
に
し
て
い
た

の
に
、い
ざ
判
断
を
任
さ
れ
る
と
、そ
れ
が
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
の
し
か
か
っ
て
き
た
の

で
す
。

　「
患
者
さ
ん
の
ち
ょっ
と
し
た
変
化
も
見
逃

し
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、少
人
数

を
じ
っ
く
り
看
ら
れ
る
集
中
治
療
室
へ
の
配
属

を
希
望
。集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
も
取
得
し
、少
し

ず
つ
自
信
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
横
断
的
に
活
動
で
き
る「
専
門
看
護
室
」に
配

属
さ
れ
再
び
第
一線
へ
。こ
れ
ま
で
集
中
治
療
室
で
培
っ
て
き

た〝
重
症
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
〞や〝
急
変
を
事
前
に
察
知
す
る

ケ
ア
〞が
、院
内
全
体
に
浸
透
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
多
忙
な
医
師
に
代
わ
っ
て
、看
護
師
が
処
置
や
判
断

を
で
き
る「
特
定
行
為
研
修
」に
も
挑
戦
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
注
目
さ
れ
る「
人
工
呼
吸
器
」の
取
り
外
し
判

断
な
ど
、よ
り
高
度
な
行
為
が
可

能
に
な
る
こ
と
で
、患
者
さ
ん
を

す
み
や
か
に
手
厚
く
支
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、倒
れ
て
か
ら
30
余
年
、手
足
や
発
声
が
不
自
由
な

が
ら
、明
る
く
生
き
た
妹
が
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。彼
女

が
い
た
か
ら
こ
そ
、「
患
者
さ
ん
の〝
隠
れ
た
声
〞に
も
気
が
付

き
た
い
」と
思
え
る
自
分
が
い
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

自
ら
異
変
を
伝
え
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
が
、し
っ
か
り
と
質
の

高
い
看
護
で
見
守
ら
れ
る
よ
う
に
、私
な
り
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

大阪府生まれ。平成４年姫路赤十字病院に入職。平成７年から大阪赤十字病院へ。集中治療室に配属後、集中ケア認定看護師の資格を取得。
平成23年集中治療部看護係長に。令和３年特定行為研修を修了。現職に至る。

看護師レポート WAKAKO TAMURA80

患者さんが言葉にできない
〝隠れた声”にも気づきたい

看
護
部 

専
門
看
護
室 

看
護
係
長

田
村 

和
加
子

　「
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を

診
て
き
ま
し
た
が
、同
じ
病
気
で
も一人

ひ
と
り
の
状
態
は
ま
っ
た
く
の
別
物
。

そ
の
個
々
に
対
応
で
き
る
よ
う
、努
力

し
続
け
る
こ
と
が
責
務
な
ん
で
す
。」

慎
重
に
言
葉
を
選
ぶ
田
中
医
師
が
、はっ

き
り
と
言
い
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。医
師

を
志
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、小
学
生
の

と
き
に
母
親
が
肝
臓
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
。

そ
の
後
、興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

呼
吸
器
外
科
の
道
を
歩
み
、修
練
を

重
ね
た
末
に
、自
ら
呼
吸
器
の
手
術
を

執
刀
す
る
外
科
医
と
な
って
い
た
。

　「
手
術
前
に
繰
り
返
し
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。近
頃
は
検
査
機
器
の
発
達
に
よ
り
、

患
部
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
の
か
、あ
ら
か
じ
め
鮮

明
な
画
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
れ
を
も
と
に
手

順
を
細
か
く
思
い
描
い
て
、

手
術
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。」定
型
的
な
ケ
ー
ス
な
ら

ば
教
科
書
ど
お
り
の
手
順
で
対
応
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。け
れ
ど
、突
発
的
に

起
こ
る
手
術
中
の
ト
ラ
ブ
ル
や
肺
炎
や

不
整
脈
な
ど
の
術
後
合
併
症
に
対
応

す
る
に
は
、経
験
の
数
と
知
識
の
蓄
積

が
求
め
ら
れ
る
。「〝
本
当
の
勝
負
は

パ
タ
ー
ン
か
ら
外
れ
た
と
き
に
始
ま
る
〞。

あ
る
名
棋
士
の
言
葉
で
す
が
、共
感
で

き
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。」状
況
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
の
、

即
座
に
対
応
し
て
好
手
が
求
め
ら
れ
る

立
場
は
同
じ
。だ
か
ら
こ
そ
絶
え
間

な
い
研
鑽
が
必
要
な
の
だ
。

　「
ネ
ッ
ト
時
代
の
今
、い
ろ
い
ろ
な

医
師
の
手
術
動
画
を
繰
り
返
し
見

て
、多
く
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
は

も
ち
ろ
ん
、若
手
の
先
生
方
に
も
視

聴
を
す
す
め
て
い
ま
す
。」そ
し
て
、

学
び
と
と
も
に
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
が
、手
術
に
か
か
わ
る
人
た
ち
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。同
僚
の
医
師
、看

護
師
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
連
携
し
な

が
ら
の
ケ
ア
が
な
け
れ
ば
、最
良
の

結
果
は
得
ら
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　「
外
科
医
を
と
り
ま
く

状
況
は
、目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。」当
院
の
呼
吸
器

外
科
で
行
わ
れ
る
手
術
の
約
８
割
を
占

め
る
内
視
鏡
手
術
。そ
れ
を
人
間
の
手

よ
り
も
繊
細
に
行
え
る『
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
』や
、切
除
す
る
肺
の
容
量
を
減
ら

し
て
呼
吸
機
能
を
温
存
す
る
手
術
法

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。そ
の一
方

で
、簡
単
に「
時
代
だ
か
ら
」と
割
り
切

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　「
当
院
に
着
任
し
て
25
年
ほ
ど
に
な

り
ま
す
が
、着
任
当
時
に
肺
が
ん
手
術

を
行
っ
た
患
者
さ
ん
が
、ご
高
齢
に
な
っ

て
も
ご
息
災
で
お
ら
れ
る
と
聞
く
と
励

み
に
な
り
ま
す
。」地
域
医
療
連
携
の

観
点
か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
戻
って
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
た
が
、で
き
る
こ
と

な
ら
自
分
が
診
察
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
る
。「
手
術
は
、そ
の
後
の
患
者

さ
ん
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
。生

涯
、責
任
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。」自
ら
の
努
力
と
経
験
、知
識
を

研
ぎ
澄
ま
し
、一人
ひ
と
り
の
身
体
と
向

き
合
い
続
け
て
き
た
、田
中
医
師
な
ら

で
は
の
言
葉
で
あ
る
。

手
術
は
責
任
あ
る
行
為
、

結
果
が
患
者
さ
ん
の
人
生
を
左
右
す
る

呼
吸
器
外
科
部
長  

田
中 

宏
和

患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、

手
術
前
に
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

H
IR
O
K
A
Z
U
 T
A
N
A
K
A

シ
リ
ー
ズ

高
カ
ロ
リ
ー
を
避
け

野
菜
を
摂
る
食
生
活
に
移
行
中

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●80

福井県出身。平成２年福井大学医学部卒業後、大阪赤十字病院呼吸器外科で研修。福井大学医学部第２外科の医員を経て、平成９年に大阪赤十字病院呼吸器外科に入職。
平成19年副部長に昇任、令和２年より現職。

ジョギングコースとして休日に走って
いる蛙股池周辺（日本最古の溜池）。

先
端
技
術
を
駆
使
し
つ
つ
、

心
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
今
回
は
４
月
〜
６
月
に
か
け
て
旬
と
な
る『
そ
ら
ま
め
』を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　『
そ
ら
ま
め
』は
、さ
や
が
空
に
向
か
って
実
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
が
、蚕
が
作
る
繭
の
よ
う
な
ふ
わ

ふ
わ
と
し
た
さ
や
が
特
徴
的
な
た
め「
蚕
豆
」と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。

　
主
成
分
は
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。他
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
Ｃ
、ミ
ネ
ラ
ル
類
の
カ
リ
ウ
ム
、

亜
鉛
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
味
も
栄
養
も
収
穫
か
ら
３
日
ま
で
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
鮮
度
が

落
ち
や
す
い
た
め
、な
る
べ
く
保
存
せ
ず
早
め
に
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。他
に
も
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
レ
シ
ピ
は
一
般
的
な
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
よ
り
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は

少
な
め
で
す
が
、酢
で
下
味
を
付
け
、マ
ス
タ
ー
ド
や
ブ
ラ
ッ
ク
ペッ
パ
ー

な
ど
香
辛
料
を
使
用
す
る
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
脂
質
を
控
え
た
あ
っ

さ
り
し
た
味
に
な
って
い
ま
す
。『
そ
ら
ま
め
』と
同
じ
春
野
菜
の『
新
じ
ゃ
が
』、

『
新
た
ま
ね
ぎ
』と一緒
に
、ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

た
か
が
胃
薬
、さ
れ
ど
胃
薬

 

旬
を
味
わ
う

「
そ
ら
ま
め
と
春
野
菜
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  薬物療法支援課
山岸 実結お 薬

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。私
は
消
化
器
内
科
を
メ
イ
ン
と

す
る
病
棟
で
薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、胃
薬
を

き
ち
ん
と
飲
ん
で
い
れ
ば
入
院
せ
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ

な
い
、そ
ん
な
患
者
さ
ん
に
た
く
さ
ん
出
会
って
き
ま
し
た
。

何
か
と
軽
く
見
ら
れ
が
ち
な
胃
薬
で
す
が
、潰
瘍
予
防
の

た
め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
内
服
状
況
で
は
、胃
薬
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
医
師
は
、お
薬
や
処
置
に
よ
る
潰
瘍
、ひ
い
て
は
消
化
管
出
血
の
予
防
の
た
め

に
胃
薬
を
処
方
し
て
い
ま
す
。

　「
た
か
が
胃
薬
、さ
れ
ど
胃
薬
」と
思
って
飲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
医
師・看
護
師・薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3～4本
中サイズ2個

1/4個
2枚

小さじ1
大さじ1と1/2
小さじ1/2

適量
少々

春
〈材料〉（2人分）
そらまめ
新じゃがいも
新玉ねぎ
ベーコン
酢
★マヨネーズ
★マスタードまたはからし
★ブラックペッパー
★塩

〈作り方〉
❶茹でた新じゃがいもを形が残るくら
　いまで潰し、熱いうちに酢と和える。
❷たっぷりのお湯に塩と酒(分量外)
　を加え、そらまめを2～3分さっと
　茹でる。
❸ベーコンは細く切り、弱火で炒める。
❹①～③とスライスした新玉ねぎを
　ボウルに入れ、★の調味料を加えて
　和える。仕上げにブラックペッパー
　を振る。

◆ 

さ
や
か
ら
出
す
と
鮮
度
が
落
ち
る
た
め
、さ
や
付
き
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の

　 

を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

さ
や
の
緑
色
が
濃
く
ハ
リ
が
あ
り
、豆
の
大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
を

　 

選
び
ま
し
ょ
う
。

◆ 

茹
で
る
と
き
は
青
臭
さ
を
消
す
た
め
に
、塩
と
酒
を
入
れ
た
た
っ
ぷ
り

　 

の
お
湯
で
２
〜
３
分
さ
っ
と
茹
で
ま
し
ょ
う
。

139kcal
3.8ｇ
8.5ｇ
16.1ｇ
1.3ｇ

『
そ
ら
ま
め
』を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

■栄養成分（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂 質
炭 水 化 物
食塩相当量

胃の粘膜を保護する過剰な胃酸を抑制する

※NASIDsの場合、食後処方では、胃薬を併用しないこともあります。　※薬名は商品名（成分名）の順で記載しています。

N
A
S
I
Ds

と
呼
ば
れ
る

解
熱
鎮
痛
薬
を

内
服
す
る
と
き

ス
テ
ロ
イ
ド
を

内
服
し
て
い
る
と
き

抗
血
栓
薬
を
２
剤

内
服
し
て
い
る
と
き

処
置
後
の

潰
瘍
予
防
の
場
合

● 

ロ
キ
ソ
ニ
ン
○

　（
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン
）

● 

セ
レ
コ
ッ
ク
ス
○

　（
セ
レ
コ
キ
シ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

● 

プ
レ
ド
ニ
ン
○

　（
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
）

● 

コ
ー
ト
リ
ル
○

　（
ヒ
ド
ロ
コ
ル
チ
ゾ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

● 

バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン

　
＋
ク
ロ
ピ
ド
グ
レ
ル

● 

コ
ン
プ
ラ
ビ
ン
配
合
錠
○

　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

● 

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る

　
E
S
D
後

● 

不
整
脈
に
対
す
る

　
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後

　（
食
道
に
近
い
部
位
を

　 

焼
い
た
場
合
）

● 

ム
コ
ス
タ
○

　（レ
バ
ミ
ピ
ド
）

● 

セ
ル
ベ
ッ
ク
ス
○

　（テ
プ
レ
ノ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 な
ど

● 

ネ
キ
シ
ウ
ム
○

　（エ
ソ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
）

● 

タ
ケ
プ
ロ
ン
○

　（ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
）

● 

タ
ケ
キ
ャ
ブ
○

　（ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 な
ど

併
用
さ
れ
る
胃
薬

処
方
薬・処
置

内
服
状
況

役
割

エ
ヌ
セ
イ
ズ

休日の幸せは、ツンデ
レがたまらない愛犬の
“マール”と遊ぶ時間。

R
R

R

R
R

R
RR

R

R
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高
校
２
年
生
の
夏
休
み
、も
と
も

と
身
体
に
麻
痺
の
あ
っ
た
妹
が
脳
出

血
で
倒
れ
ま
し
た
。そ
の
お
見
舞
い

で
通
い
つ
め
た
大
阪
赤
十
字
病
院
に
、看
護
師

と
し
て
戻
って
き
た
の
は
入
職
４
年
目
の
こ
と
。

よ
う
や
く
一
人
前
に
な
り
か
け
た
頃
で
し
た
。

新
人
時
代
は
、「
早
く
自
分
の
判
断
で
患
者
さ

ん
を
手
助
け
し
た
い
」と
心
待
ち
に
し
て
い
た

の
に
、い
ざ
判
断
を
任
さ
れ
る
と
、そ
れ
が
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し
て
の
し
か
か
っ
て
き
た
の

で
す
。

　「
患
者
さ
ん
の
ち
ょっ
と
し
た
変
化
も
見
逃

し
て
は
い
け
な
い
」と
い
う
思
い
か
ら
、少
人
数

を
じ
っ
く
り
看
ら
れ
る
集
中
治
療
室
へ
の
配
属

を
希
望
。集
中
ケ
ア
認
定
看
護
師
の
資
格
も
取
得
し
、少
し

ず
つ
自
信
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
横
断
的
に
活
動
で
き
る「
専
門
看
護
室
」に
配

属
さ
れ
再
び
第
一線
へ
。こ
れ
ま
で
集
中
治
療
室
で
培
っ
て
き

た〝
重
症
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
〞や〝
急
変
を
事
前
に
察
知
す
る

ケ
ア
〞が
、院
内
全
体
に
浸
透
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
多
忙
な
医
師
に
代
わ
っ
て
、看
護
師
が
処
置
や
判
断

を
で
き
る「
特
定
行
為
研
修
」に
も
挑
戦
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
注
目
さ
れ
る「
人
工
呼
吸
器
」の
取
り
外
し
判

断
な
ど
、よ
り
高
度
な
行
為
が
可

能
に
な
る
こ
と
で
、患
者
さ
ん
を

す
み
や
か
に
手
厚
く
支
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、倒
れ
て
か
ら
30
余
年
、手
足
や
発
声
が
不
自
由
な

が
ら
、明
る
く
生
き
た
妹
が
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
。彼
女

が
い
た
か
ら
こ
そ
、「
患
者
さ
ん
の〝
隠
れ
た
声
〞に
も
気
が
付

き
た
い
」と
思
え
る
自
分
が
い
ま
す
。そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、

自
ら
異
変
を
伝
え
ら
れ
な
い
患
者
さ
ん
が
、し
っ
か
り
と
質
の

高
い
看
護
で
見
守
ら
れ
る
よ
う
に
、私
な
り
に
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

大阪府生まれ。平成４年姫路赤十字病院に入職。平成７年から大阪赤十字病院へ。集中治療室に配属後、集中ケア認定看護師の資格を取得。
平成23年集中治療部看護係長に。令和３年特定行為研修を修了。現職に至る。

看護師レポート WAKAKO TAMURA80

患者さんが言葉にできない
〝隠れた声”にも気づきたい

看
護
部 

専
門
看
護
室 

看
護
係
長

田
村 

和
加
子

　「
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を

診
て
き
ま
し
た
が
、同
じ
病
気
で
も一人

ひ
と
り
の
状
態
は
ま
っ
た
く
の
別
物
。

そ
の
個
々
に
対
応
で
き
る
よ
う
、努
力

し
続
け
る
こ
と
が
責
務
な
ん
で
す
。」

慎
重
に
言
葉
を
選
ぶ
田
中
医
師
が
、はっ

き
り
と
言
い
切
っ
た
こ
と
で
あ
る
。医
師

を
志
し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、小
学
生
の

と
き
に
母
親
が
肝
臓
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
。

そ
の
後
、興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

呼
吸
器
外
科
の
道
を
歩
み
、修
練
を

重
ね
た
末
に
、自
ら
呼
吸
器
の
手
術
を

執
刀
す
る
外
科
医
と
な
って
い
た
。

　「
手
術
前
に
繰
り
返
し
イ
メ
ー
ジ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。近
頃
は
検
査
機
器
の
発
達
に
よ
り
、

患
部
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に

あ
る
の
か
、あ
ら
か
じ
め
鮮

明
な
画
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
れ
を
も
と
に
手

順
を
細
か
く
思
い
描
い
て
、

手
術
を
組
み
立
て
て
い
ま

す
。」定
型
的
な
ケ
ー
ス
な
ら

ば
教
科
書
ど
お
り
の
手
順
で
対
応
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。け
れ
ど
、突
発
的
に

起
こ
る
手
術
中
の
ト
ラ
ブ
ル
や
肺
炎
や

不
整
脈
な
ど
の
術
後
合
併
症
に
対
応

す
る
に
は
、経
験
の
数
と
知
識
の
蓄
積

が
求
め
ら
れ
る
。「〝
本
当
の
勝
負
は

パ
タ
ー
ン
か
ら
外
れ
た
と
き
に
始
ま
る
〞。

あ
る
名
棋
士
の
言
葉
で
す
が
、共
感
で

き
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。」状
況
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
の
、

即
座
に
対
応
し
て
好
手
が
求
め
ら
れ
る

立
場
は
同
じ
。だ
か
ら
こ
そ
絶
え
間

な
い
研
鑽
が
必
要
な
の
だ
。

　「
ネ
ッ
ト
時
代
の
今
、い
ろ
い
ろ
な

医
師
の
手
術
動
画
を
繰
り
返
し
見

て
、多
く
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。自
分
は

も
ち
ろ
ん
、若
手
の
先
生
方
に
も
視

聴
を
す
す
め
て
い
ま
す
。」そ
し
て
、

学
び
と
と
も
に
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
が
、手
術
に
か
か
わ
る
人
た
ち
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。同
僚
の
医
師
、看

護
師
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
連
携
し
な

が
ら
の
ケ
ア
が
な
け
れ
ば
、最
良
の

結
果
は
得
ら
れ
な
い
と
考

え
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　「
外
科
医
を
と
り
ま
く

状
況
は
、目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
ま
す
。」当
院
の
呼
吸
器

外
科
で
行
わ
れ
る
手
術
の
約
８
割
を
占

め
る
内
視
鏡
手
術
。そ
れ
を
人
間
の
手

よ
り
も
繊
細
に
行
え
る『
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
』や
、切
除
す
る
肺
の
容
量
を
減
ら

し
て
呼
吸
機
能
を
温
存
す
る
手
術
法

が
浸
透
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
。そ
の一
方

で
、簡
単
に「
時
代
だ
か
ら
」と
割
り
切

れ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　「
当
院
に
着
任
し
て
25
年
ほ
ど
に
な

り
ま
す
が
、着
任
当
時
に
肺
が
ん
手
術

を
行
っ
た
患
者
さ
ん
が
、ご
高
齢
に
な
っ

て
も
ご
息
災
で
お
ら
れ
る
と
聞
く
と
励

み
に
な
り
ま
す
。」地
域
医
療
連
携
の

観
点
か
ら
か
か
り
つ
け
医
に
戻
って
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
た
が
、で
き
る
こ
と

な
ら
自
分
が
診
察
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
も
あ
る
。「
手
術
は
、そ
の
後
の
患
者

さ
ん
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
。生

涯
、責
任
を
持
ち
続
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。」自
ら
の
努
力
と
経
験
、知
識
を

研
ぎ
澄
ま
し
、一人
ひ
と
り
の
身
体
と
向

き
合
い
続
け
て
き
た
、田
中
医
師
な
ら

で
は
の
言
葉
で
あ
る
。

手
術
は
責
任
あ
る
行
為
、

結
果
が
患
者
さ
ん
の
人
生
を
左
右
す
る

呼
吸
器
外
科
部
長  

田
中 

宏
和

患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
、

手
術
前
に
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

H
IR
O
K
A
Z
U
 T
A
N
A
K
A

シ
リ
ー
ズ

高
カ
ロ
リ
ー
を
避
け

野
菜
を
摂
る
食
生
活
に
移
行
中

情
熱
の
白
衣 

医
師
の
素
顔
●80

福井県出身。平成２年福井大学医学部卒業後、大阪赤十字病院呼吸器外科で研修。福井大学医学部第２外科の医員を経て、平成９年に大阪赤十字病院呼吸器外科に入職。
平成19年副部長に昇任、令和２年より現職。

ジョギングコースとして休日に走って
いる蛙股池周辺（日本最古の溜池）。

先
端
技
術
を
駆
使
し
つ
つ
、

心
の
つ
な
が
り
も
大
切
に

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
今
回
は
４
月
〜
６
月
に
か
け
て
旬
と
な
る『
そ
ら
ま
め
』を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

　『
そ
ら
ま
め
』は
、さ
や
が
空
に
向
か
って
実
る
こ
と
に
由
来
し
ま
す
が
、蚕
が
作
る
繭
の
よ
う
な
ふ
わ

ふ
わ
と
し
た
さ
や
が
特
徴
的
な
た
め「
蚕
豆
」と
も
表
現
さ
れ
ま
す
。

　
主
成
分
は
炭
水
化
物
や
た
ん
ぱ
く
質
で
す
。他
に
も
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
や
Ｃ
、ミ
ネ
ラ
ル
類
の
カ
リ
ウ
ム
、

亜
鉛
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。「
味
も
栄
養
も
収
穫
か
ら
３
日
ま
で
」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
鮮
度
が

落
ち
や
す
い
た
め
、な
る
べ
く
保
存
せ
ず
早
め
に
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。他
に
も
お
い
し
く
食
べ
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
レ
シ
ピ
は
一
般
的
な
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
よ
り
も
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
は

少
な
め
で
す
が
、酢
で
下
味
を
付
け
、マ
ス
タ
ー
ド
や
ブ
ラ
ッ
ク
ペッ
パ
ー

な
ど
香
辛
料
を
使
用
す
る
こ
と
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
と
脂
質
を
控
え
た
あ
っ

さ
り
し
た
味
に
な
って
い
ま
す
。『
そ
ら
ま
め
』と
同
じ
春
野
菜
の『
新
じ
ゃ
が
』、

『
新
た
ま
ね
ぎ
』と一緒
に
、ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

た
か
が
胃
薬
、さ
れ
ど
胃
薬

 

旬
を
味
わ
う

「
そ
ら
ま
め
と
春
野
菜
の
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
」

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　光
田 

千
穂

ミニ知識 薬剤部  薬物療法支援課
山岸 実結お 薬

　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。私
は
消
化
器
内
科
を
メ
イ
ン
と

す
る
病
棟
で
薬
剤
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、胃
薬
を

き
ち
ん
と
飲
ん
で
い
れ
ば
入
院
せ
ず
に
済
ん
だ
か
も
し
れ

な
い
、そ
ん
な
患
者
さ
ん
に
た
く
さ
ん
出
会
って
き
ま
し
た
。

何
か
と
軽
く
見
ら
れ
が
ち
な
胃
薬
で
す
が
、潰
瘍
予
防
の

た
め
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
内
服
状
況
で
は
、胃
薬
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
医
師
は
、お
薬
や
処
置
に
よ
る
潰
瘍
、ひ
い
て
は
消
化
管
出
血
の
予
防
の
た
め

に
胃
薬
を
処
方
し
て
い
ま
す
。

　「
た
か
が
胃
薬
、さ
れ
ど
胃
薬
」と
思
って
飲
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
医
師・看
護
師・薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3～4本
中サイズ2個

1/4個
2枚

小さじ1
大さじ1と1/2
小さじ1/2

適量
少々

春
〈材料〉（2人分）
そらまめ
新じゃがいも
新玉ねぎ
ベーコン
酢
★マヨネーズ
★マスタードまたはからし
★ブラックペッパー
★塩

〈作り方〉
❶茹でた新じゃがいもを形が残るくら
　いまで潰し、熱いうちに酢と和える。
❷たっぷりのお湯に塩と酒(分量外)
　を加え、そらまめを2～3分さっと
　茹でる。
❸ベーコンは細く切り、弱火で炒める。
❹①～③とスライスした新玉ねぎを
　ボウルに入れ、★の調味料を加えて
　和える。仕上げにブラックペッパー
　を振る。

◆ 

さ
や
か
ら
出
す
と
鮮
度
が
落
ち
る
た
め
、さ
や
付
き
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の

　 

を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

さ
や
の
緑
色
が
濃
く
ハ
リ
が
あ
り
、豆
の
大
き
さ
が
揃
っ
て
い
る
も
の
を

　 

選
び
ま
し
ょ
う
。

◆ 

茹
で
る
と
き
は
青
臭
さ
を
消
す
た
め
に
、塩
と
酒
を
入
れ
た
た
っ
ぷ
り

　 

の
お
湯
で
２
〜
３
分
さ
っ
と
茹
で
ま
し
ょ
う
。

139kcal
3.8ｇ
8.5ｇ
16.1ｇ
1.3ｇ

『
そ
ら
ま
め
』を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

■栄養成分（1人分）
エネルギー
たんぱく質
脂 質
炭 水 化 物
食塩相当量

胃の粘膜を保護する過剰な胃酸を抑制する

※NASIDsの場合、食後処方では、胃薬を併用しないこともあります。　※薬名は商品名（成分名）の順で記載しています。

N
A
S
I
Ds

と
呼
ば
れ
る

解
熱
鎮
痛
薬
を

内
服
す
る
と
き

ス
テ
ロ
イ
ド
を

内
服
し
て
い
る
と
き

抗
血
栓
薬
を
２
剤

内
服
し
て
い
る
と
き

処
置
後
の

潰
瘍
予
防
の
場
合

● 

ロ
キ
ソ
ニ
ン
○

　（
ロ
キ
ソ
プ
ロ
フ
ェ
ン
）

● 

セ
レ
コ
ッ
ク
ス
○

　（
セ
レ
コ
キ
シ
ブ
）

　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

● 

プ
レ
ド
ニ
ン
○

　（
プ
レ
ド
ニ
ゾ
ロ
ン
）

● 

コ
ー
ト
リ
ル
○

　（
ヒ
ド
ロ
コ
ル
チ
ゾ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 

な
ど

● 

バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン

　
＋
ク
ロ
ピ
ド
グ
レ
ル

● 

コ
ン
プ
ラ
ビ
ン
配
合
錠
○

　
　
　
　
　
　
　   

な
ど

● 

早
期
胃
が
ん
に
対
す
る

　
E
S
D
後

● 

不
整
脈
に
対
す
る

　
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
後

　（
食
道
に
近
い
部
位
を

　 

焼
い
た
場
合
）

● 

ム
コ
ス
タ
○

　（レ
バ
ミ
ピ
ド
）

● 

セ
ル
ベ
ッ
ク
ス
○

　（テ
プ
レ
ノ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 な
ど

● 

ネ
キ
シ
ウ
ム
○

　（エ
ソ
メ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
）

● 

タ
ケ
プ
ロ
ン
○

　（ラ
ン
ソ
プ
ラ
ゾ
ー
ル
）

● 

タ
ケ
キ
ャ
ブ
○

　（ボ
ノ
プ
ラ
ザ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　 な
ど

併
用
さ
れ
る
胃
薬

処
方
薬・処
置

内
服
状
況

役
割

エ
ヌ
セ
イ
ズ

休日の幸せは、ツンデ
レがたまらない愛犬の
“マール”と遊ぶ時間。

R
R

R

R
R

R
RR

R

R
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／菅尾 光子
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／大阪市中央区上本町西５－３－９
　　　　　佐伯ビル３F
◆ 電　話／０６ー６７６１ー８８１４
◆ 診療時間

特長

がん    か

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　
皆
さ
ま
は『
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
』と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
　『
ポ
リ
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
』と
は「
た
く
さ

ん
の
」を
表
す『
ポ
リ
』と

「
調
剤
」を
表
す『
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
』を
合
わ
せ
た
言
葉

で
、「
多
剤
併
用
」と
訳
さ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
な
か
に
も

〝
お
薬
の
種
類
が
多
く
て
、

飲
む
の
が
大
変
だ
な
ぁ
〞と

思
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。現
在
日
本
で
は

65
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
の

約
30
％
、75
歳
以
上
で
は

約
40
％
の
患
者
さ
ん
が
５

種
類
以
上
の
お
薬

を
内
服
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

　
飲
む
お
薬
の
種
類
が
増
え
る
と
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

❶
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
っ
た
り
、副

作
用
が
出
や
す
く
な
る
。ま
た
、飲
み
方
が

複
雑
に
な
る
こ
と
で
飲
み
忘
れ
や
誤
服
用

が
起
こ
り
、お
薬
の
効
果
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
に
く
く
な
る
。

❷
高
齢
の
患
者
さ
ん
で
は
、加
齢
に
よ
り
肝
臓
や
腎
臓

な
ど
の
働
き
が
低
下
し
、お
薬
の
量
を
ま
っ
た
く
変

え
て
い
な
く
て
も
、少
し
ず
つ
お
薬
の
血
中
濃
度
が

高
く
な
り
、い
わ
ゆ
る「
飲
み
過
ぎ
」の
よ
う
な
状
態

に
な
り
や
す
く
な
る
。

❸
い
く
つ
か
の
病
院
や
診
療
所
を
受
診
さ
れ
て

い
る
場
合
、担
当
医
同
士
が
他
の
医
療
機
関

で
処
方
さ
れ
て
い
る
お
薬
を
把
握
す
る
こ
と

が
難
し
く
、同
じ
作
用
の
あ
る
お
薬
を
重
複

し
て
処
方
し
て
し
ま
っ
た
り
、飲
み
合
わ
せ
の

悪
い
お
薬
を
処
方
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

可
能
性
が
高
ま
る
。

　
特
に
が
ん
患
者
さ
ん
は
、い
ろ
い
ろ
な
苦
痛

症
状
を
和
ら
げ
る
お
薬
が
加
わ
る
と
、簡
単

に
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
状
態
に
な
って
し
ま
い

ま
す
。

　
ま
た
、い
く
つ
か
の
ご
病
気
を
併
せ
持
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。病
気
が

増
え
れ
ば
お
薬
が
増
え
る
の
は
当
然
で
す
が
、

〝
適
切
な
お
薬
を
適
切
な
量
で
飲
む
〞限
り
、

多
種
類
の
お
薬
を
服
用
し
て
い
て
も
ま
っ
た

く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
患
者
さ
ん
ご
自
身
が
服
用
し
て
い
る
お
薬

の
名
前
や
効
能
を
知

る
こ
と
も
非
常
に
大

切
で
す
。〝
お
薬
が
多

い
な
〞と
感
じ
た
と
き

は
、ご
自
身
で「
飲
む
、

飲
ま
な
い
」を
判
断

せ
ず
、医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
際
に
ど
の
お
薬
を

ど
の
よ
う
に
飲
ん
で

い
る
の
か
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、あ
な
た
に

と
っ
て
の「
最
適
な
お
薬
」を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。余
分
な
お
薬
は
止
め
る
な
ど
、お
薬
を

有
効
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
、一緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲菅尾院長

▲受付

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

◆
人
道
支
援
活
動
が
再
開

◆
新
た
な
取
り
組
み
と
今
年
度
の
予
定

●
研
究・開
発

　
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。当
院
で
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
１
年
半

ほ
ど
職
員
の
海
外
派
遣

を
停
止
し
て
い
ま
し
た

が
、昨
年
８
月
に
発
災

し
た
ハ
イ
チ
地
震
へ
の緊

急
救
援
に
続
い
て
、今
年

４
月
か
ら
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
へ
の
医
療
支
援
を
再
開

し
、医
師
、看
護
師
、事
務

職
員
を
順
次
派
遣
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
危
機
に

対
し
て
も
、３
月
か
ら
事
務

職
員
１
名
を
モ
ル
ド
バへ
派
遣

し
、モ
ル
ド
バ
国
内
の
避
難
民
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
向

け
の
支
援
物
資
を
取
り
扱
う
業
務
を
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
外
で
の
突
発
災
害
に
対
す
る
医
療
支

援
と
し
て
構
築
し
て
い
る
日
本
赤
十
字
社
の
野
外

病
院（Em

ergency

　Hospital

）を
当
院
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー（
災
害
専
用
の
倉
庫
）で
保
管
し
、

医
療
消
耗
品
の
有
効
期
限
の

管
理
を
I
C
タ
グ
で
行
う
日
本

初
の
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
外
病
院
に
つ
い
て
は
レ
イ
ア

ウ
ト
や
資
機
材
リ
ス
ト
な
ど
を

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト

を
制
作
し
ま
し
た
。ウ
ェブ
上
で

テ
ン
ト
内
を
自
由
に
歩
き
回
る

こ
と
が
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
』っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

当院は、上本町六丁目交差点西北角、近鉄上本町駅から徒歩1分、大阪
メトロ谷町九丁目駅7番8番出口上がってすぐ、に位置する眼科クリニックです。
各種医療機器を活用し、検査から診断、治療を行っています。大阪赤十字病院とは
密接に連携し、症状に応じて患者さんを紹介し、さまざまな眼科疾患に迅速に対応
しています。受付以外のスタッフが全員「視能訓練士」の資格を有しており、小児の
斜視・弱視、緑内障の動的量的視野検査などにも対応しています。

診療のモットーは「患者さんの生活スタイルをよく聞くこと」
です。メガネやコンタクトレンズの度数が合っていないことが原因での体調不良が
ある場合など、一人ひとりの日常に合わせて生活上の改善できる点をアドバイス
いたします。また、患者さんの状況に応じて、効率的な診療を行っており、なるべく
待ち時間が少なくなるよう心がけています。初診のお子さんの視力検査は、より
一層の配慮をさせていただきたく、事前のお電話でのご予約をお願いしています。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（10：00～13：00）
午後（16：00～18：30）

外　来

△：10：00～12：00
 ■休診日／木曜、日曜、祝日

スガオ眼科

緩和ケア科 主任部長  端 裕之

〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ vol.51

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

お薬の整理をしませんか？

◆ 院　長／今中 康文　　◆ 診療科／小児科
◆ 住　所／東大阪市長堂３－１８－４ 今中ビル1階
◆ 電　話／０６ー６７８５ー６３３３
◆ 診療時間

特長

い    りょう  ほう   じん こん     き     かい いま   なか  しょう    に      か

地域の皆さまへ

▲今中院長

▲入り口横の駐輪スペースも充実当院は地域に密着し、保護者の小児科開業
医に対する期待、ニーズの実現に向けて診療に従事してきました。小児科医院に
とって必要条件である十分な駐輪場を用意、新型コロナウイルス感染症禍以前
より３つの隔離個室を設置し、院内感染の予防に尽力しています。胸部X線、検尿、
CBC・CRP、各ウイルス抗原検査（鼻咽腔、咽頭、便）などは、ベッドサイド検査を
利用して迅速な診断治療を心がけ、積極的に点滴治療も行っています。また、必要
時には高次の医療機関へも紹介しています。

当院は東大阪市の布施柳通りに位置していますが、大阪市東成
区・生野区とも隣接しており、大阪市内からも多く受診されているため、大阪市在
住の方の公費予防接種が可能です。予防接種日はできるだけ希望に応えるべく、
ほぼ毎日設けています。紹介時には大阪赤十字病院の小児科・小児外科に依頼
することが多々あり、病診連携はスムーズです。近隣ではまだ小児科専門開業医
が少なく、当院でも一助になればと思っています。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（16：00～19：00）

外　来

△：16：30～19：00
WEB予約受付／午前（8:00～11:30）・午後（12:30～18:30）
 ■休診日／日曜、祝日

医療法人今喜会 今中小児科

国際医療救援部
大阪赤十字病院 2022年度

人道支援活動

▲パレスチナ赤新月社の病院で

▼モルドバ国内の倉庫

　
未
来
の
災
害
医
療
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
共
同
で
、超
軽
量
の

医
療
用
テ
ン
ト
や
、電
気
と
水
の
自
給
自
足
な
ど
、

現
在
の
野
外
医
療
活
動
で
の
課
題
の
解
決
や
、脱

炭
素
化
を
め
ざ
し
て
研
究
、開
発
を
し
て
い
ま
す
。

●
災
育（
さ
い
い
く
）

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
体
験
型
防
災

セ
ミ
ナ
ー「
災
育
」も
、３
年
ぶ
り
に
実
施
予
定
で

す（
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。消
防
、警
察
、

自
衛
隊
な
ど
の
防
災
機
関
や
、天
王
寺
区
役
所
な

ど
の
行
政
、企
業
も
参
加
し
、

病
院
の
敷
地
を
開
放
し
て
行

い
ま
す
。「
災
育
」が
、親
子
で

防
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
６
月
中
旬
に
、当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、国
際
医
療
救
援
部
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。

開
催
日
：
月
４
日（
火
）

10

●
院
内
災
害
訓
練
　

　
数
年
ぶ
り
に
、大
阪
市
消
防
、大
阪
府
警
、自

衛
隊
な
ど
の
防
災
機
関
と
と
も
に
実
働
訓
練
を

行
い
ま
す
。当
日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が

頼
れ
る
病
院
と
な
れ
る
よ
う
真
摯
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

https://www.
facebook.com/
355328871229152/

自
分
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
チ
ェッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

心
配
ご
と
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
増
え
た

趣
味
に
集
中
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

就
寝
時
間
が
だ
ん
だ
ん
遅
く
な
っ
て
い
る

　
チ
ェ
ッ
ク
が
複
数
あ
っ
た
場
合
は
、ス
ト
レ
ス
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。次
の
よ
う
な
適
切
な
ケ
ア
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　〝
こ
こ
ろ
〞の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

呼
吸
法
　安静
時
の
呼
吸
回
数
は
１
分
間
に
10
〜
24
回
で
、不
安
や
怒
り
、緊
張
が

あ
る
と
早
く
な
り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
遅
く
な
り
ま
す
。呼
吸
を
整
え
る
こ
と

は
、自
立
神
経
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
常
的
な
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
の
方
法

● 

湯
船
に
浸
か
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

　（
免
疫
機
能
が
高
ま
る
、神
経
や
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
る
）

● 

散
歩
を
す
る

　（
五
感
を
働
か
せ
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
）

● 

旬
の
も
の
を
食
し
た
り
、食
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

● 

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る（
ア
ロ
マ
や
ヨ
ガ
、呼
吸
法
な
ど
）

精
神
神
経
科
公
認
心
理
師  

髙
瀬 

み
き

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

〝
こ
こ
ろ
〞の
健
康
を
保
つ
た
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。長
い
間
、緊
張
状
態
に
置
か
れ
、ス
ト
レ

ス
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　ス
ト
レ
ス
は
、放
置
し
て
お
く
と
自
分
で
発
散

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、気
分
や
健
康
状
態
、生
活
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
し
、支
障
を
き
た
す
結
果
と
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。自
分
が
ど
の
く
ら
い

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
、と
き
ど
き
ご
自
身
で
立
ち
止
ま
っ
て
振
り
返
り
、

適
切
な
ケ
ア（
対
処
）を
行
い
ま
し
ょ
う
。

▲日英2カ国語対応です。

jrc-eh.net

開
催
日
：
８
月
７
日（
日
）

◆初めて診察を希望される方は、お電話でご予約ください。　◆乳児健診・予防接種は、電話予約または直接受付
にて承ります。〈乳児健診〉火・水・木・金　〈予防接種〉月～金 8:30～9:00、火・水 16:00～16:30、金 希望者

※

「
災
育
」「
院
内
災
害
訓
練
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

　よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

吐く
お腹の力が抜けて

へこむ

基本的な生活に立ち戻り、
本来の自分を
取り戻しましょう。

腹式呼吸
①鼻から３秒間
　息を吸う。

吸う

お腹に力が入り
膨らむ

③口から５秒間
　息を吐く。

②２秒間息を止める。
　（注意：無理はしない！）
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

◆ 院　長／菅尾 光子
◆ 診療科／眼科
◆ 住　所／大阪市中央区上本町西５－３－９
　　　　　佐伯ビル３F
◆ 電　話／０６ー６７６１ー８８１４
◆ 診療時間

特長

がん    か

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

地域の皆さまへ

　
皆
さ
ま
は『
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
』と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
　『
ポ
リ
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
』と
は「
た
く
さ

ん
の
」を
表
す『
ポ
リ
』と

「
調
剤
」を
表
す『
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
』を
合
わ
せ
た
言
葉

で
、「
多
剤
併
用
」と
訳
さ

れ
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
な
か
に
も

〝
お
薬
の
種
類
が
多
く
て
、

飲
む
の
が
大
変
だ
な
ぁ
〞と

思
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。現
在
日
本
で
は

65
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
の

約
30
％
、75
歳
以
上
で
は

約
40
％
の
患
者
さ
ん
が
５

種
類
以
上
の
お
薬

を
内
服
し
て
お
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す
。

　
飲
む
お
薬
の
種
類
が
増
え
る
と
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

❶
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
っ
た
り
、副

作
用
が
出
や
す
く
な
る
。ま
た
、飲
み
方
が

複
雑
に
な
る
こ
と
で
飲
み
忘
れ
や
誤
服
用

が
起
こ
り
、お
薬
の
効
果
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
に
く
く
な
る
。

❷
高
齢
の
患
者
さ
ん
で
は
、加
齢
に
よ
り
肝
臓
や
腎
臓

な
ど
の
働
き
が
低
下
し
、お
薬
の
量
を
ま
っ
た
く
変

え
て
い
な
く
て
も
、少
し
ず
つ
お
薬
の
血
中
濃
度
が

高
く
な
り
、い
わ
ゆ
る「
飲
み
過
ぎ
」の
よ
う
な
状
態

に
な
り
や
す
く
な
る
。

❸
い
く
つ
か
の
病
院
や
診
療
所
を
受
診
さ
れ
て

い
る
場
合
、担
当
医
同
士
が
他
の
医
療
機
関

で
処
方
さ
れ
て
い
る
お
薬
を
把
握
す
る
こ
と

が
難
し
く
、同
じ
作
用
の
あ
る
お
薬
を
重
複

し
て
処
方
し
て
し
ま
っ
た
り
、飲
み
合
わ
せ
の

悪
い
お
薬
を
処
方
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

可
能
性
が
高
ま
る
。

　
特
に
が
ん
患
者
さ
ん
は
、い
ろ
い
ろ
な
苦
痛

症
状
を
和
ら
げ
る
お
薬
が
加
わ
る
と
、簡
単

に
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
状
態
に
な
って
し
ま
い

ま
す
。

　
ま
た
、い
く
つ
か
の
ご
病
気
を
併
せ
持
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。病
気
が

増
え
れ
ば
お
薬
が
増
え
る
の
は
当
然
で
す
が
、

〝
適
切
な
お
薬
を
適
切
な
量
で
飲
む
〞限
り
、

多
種
類
の
お
薬
を
服
用
し
て
い
て
も
ま
っ
た

く
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　
患
者
さ
ん
ご
自
身
が
服
用
し
て
い
る
お
薬

の
名
前
や
効
能
を
知

る
こ
と
も
非
常
に
大

切
で
す
。〝
お
薬
が
多

い
な
〞と
感
じ
た
と
き

は
、ご
自
身
で「
飲
む
、

飲
ま
な
い
」を
判
断

せ
ず
、医
師
や
薬
剤
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
際
に
ど
の
お
薬
を

ど
の
よ
う
に
飲
ん
で

い
る
の
か
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、あ
な
た
に

と
っ
て
の「
最
適
な
お
薬
」を
見
直
し
ま
し
ょ

う
。余
分
な
お
薬
は
止
め
る
な
ど
、お
薬
を

有
効
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
、一緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲菅尾院長

▲受付

か か り つ け 医 をもちましょう
登録医
紹介

◆
人
道
支
援
活
動
が
再
開

◆
新
た
な
取
り
組
み
と
今
年
度
の
予
定

●
研
究・開
発

　
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。当
院
で
は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
１
年
半

ほ
ど
職
員
の
海
外
派
遣

を
停
止
し
て
い
ま
し
た

が
、昨
年
８
月
に
発
災

し
た
ハ
イ
チ
地
震
へ
の緊

急
救
援
に
続
い
て
、今
年

４
月
か
ら
中
東
パ
レ
ス
チ
ナ

難
民
へ
の
医
療
支
援
を
再
開

し
、医
師
、看
護
師
、事
務

職
員
を
順
次
派
遣
し
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
危
機
に

対
し
て
も
、３
月
か
ら
事
務

職
員
１
名
を
モ
ル
ド
バへ
派
遣

し
、モ
ル
ド
バ
国
内
の
避
難
民
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
向

け
の
支
援
物
資
を
取
り
扱
う
業
務
を
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、海
外
で
の
突
発
災
害
に
対
す
る
医
療
支

援
と
し
て
構
築
し
て
い
る
日
本
赤
十
字
社
の
野
外

病
院（Em

ergency

　Hospital

）を
当
院
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー（
災
害
専
用
の
倉
庫
）で
保
管
し
、

医
療
消
耗
品
の
有
効
期
限
の

管
理
を
I
C
タ
グ
で
行
う
日
本

初
の
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野
外
病
院
に
つ
い
て
は
レ
イ
ア

ウ
ト
や
資
機
材
リ
ス
ト
な
ど
を

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
サ
イ
ト

を
制
作
し
ま
し
た
。ウ
ェブ
上
で

テ
ン
ト
内
を
自
由
に
歩
き
回
る

こ
と
が
で
き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア

ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

『
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
』っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

当院は、上本町六丁目交差点西北角、近鉄上本町駅から徒歩1分、大阪
メトロ谷町九丁目駅7番8番出口上がってすぐ、に位置する眼科クリニックです。
各種医療機器を活用し、検査から診断、治療を行っています。大阪赤十字病院とは
密接に連携し、症状に応じて患者さんを紹介し、さまざまな眼科疾患に迅速に対応
しています。受付以外のスタッフが全員「視能訓練士」の資格を有しており、小児の
斜視・弱視、緑内障の動的量的視野検査などにも対応しています。

診療のモットーは「患者さんの生活スタイルをよく聞くこと」
です。メガネやコンタクトレンズの度数が合っていないことが原因での体調不良が
ある場合など、一人ひとりの日常に合わせて生活上の改善できる点をアドバイス
いたします。また、患者さんの状況に応じて、効率的な診療を行っており、なるべく
待ち時間が少なくなるよう心がけています。初診のお子さんの視力検査は、より
一層の配慮をさせていただきたく、事前のお電話でのご予約をお願いしています。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（10：00～13：00）
午後（16：00～18：30）

外　来

△：10：00～12：00
 ■休診日／木曜、日曜、祝日

スガオ眼科

緩和ケア科 主任部長  端 裕之

〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ vol.51

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

お薬の整理をしませんか？

◆ 院　長／今中 康文　　◆ 診療科／小児科
◆ 住　所／東大阪市長堂３－１８－４ 今中ビル1階
◆ 電　話／０６ー６７８５ー６３３３
◆ 診療時間

特長

い    りょう  ほう   じん こん     き     かい いま   なか  しょう    に      か

地域の皆さまへ

▲今中院長

▲入り口横の駐輪スペースも充実当院は地域に密着し、保護者の小児科開業
医に対する期待、ニーズの実現に向けて診療に従事してきました。小児科医院に
とって必要条件である十分な駐輪場を用意、新型コロナウイルス感染症禍以前
より３つの隔離個室を設置し、院内感染の予防に尽力しています。胸部X線、検尿、
CBC・CRP、各ウイルス抗原検査（鼻咽腔、咽頭、便）などは、ベッドサイド検査を
利用して迅速な診断治療を心がけ、積極的に点滴治療も行っています。また、必要
時には高次の医療機関へも紹介しています。

当院は東大阪市の布施柳通りに位置していますが、大阪市東成
区・生野区とも隣接しており、大阪市内からも多く受診されているため、大阪市在
住の方の公費予防接種が可能です。予防接種日はできるだけ希望に応えるべく、
ほぼ毎日設けています。紹介時には大阪赤十字病院の小児科・小児外科に依頼
することが多々あり、病診連携はスムーズです。近隣ではまだ小児科専門開業医
が少なく、当院でも一助になればと思っています。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土
午前（  9：00～12：00）
午後（16：00～19：00）

外　来

△：16：30～19：00
WEB予約受付／午前（8:00～11:30）・午後（12:30～18:30）
 ■休診日／日曜、祝日

医療法人今喜会 今中小児科

国際医療救援部
大阪赤十字病院 2022年度

人道支援活動

▲パレスチナ赤新月社の病院で

▼モルドバ国内の倉庫

　
未
来
の
災
害
医
療
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
共
同
で
、超
軽
量
の

医
療
用
テ
ン
ト
や
、電
気
と
水
の
自
給
自
足
な
ど
、

現
在
の
野
外
医
療
活
動
で
の
課
題
の
解
決
や
、脱

炭
素
化
を
め
ざ
し
て
研
究
、開
発
を
し
て
い
ま
す
。

●
災
育（
さ
い
い
く
）

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
向
け
た
体
験
型
防
災

セ
ミ
ナ
ー「
災
育
」も
、３
年
ぶ
り
に
実
施
予
定
で

す（
昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）。消
防
、警
察
、

自
衛
隊
な
ど
の
防
災
機
関
や
、天
王
寺
区
役
所
な

ど
の
行
政
、企
業
も
参
加
し
、

病
院
の
敷
地
を
開
放
し
て
行

い
ま
す
。「
災
育
」が
、親
子
で

防
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
６
月
中
旬
に
、当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、国
際
医
療
救
援
部
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。

開
催
日
：
月
４
日（
火
）

10

●
院
内
災
害
訓
練
　

　
数
年
ぶ
り
に
、大
阪
市
消
防
、大
阪
府
警
、自

衛
隊
な
ど
の
防
災
機
関
と
と
も
に
実
働
訓
練
を

行
い
ま
す
。当
日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
が

頼
れ
る
病
院
と
な
れ
る
よ
う
真
摯
に
取
り
組
み

ま
す
の
で
、ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

https://www.
facebook.com/
355328871229152/

自
分
の
ス
ト
レ
ス
状
態
を
チ
ェッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

心
配
ご
と
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
増
え
た

趣
味
に
集
中
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

就
寝
時
間
が
だ
ん
だ
ん
遅
く
な
っ
て
い
る

　
チ
ェ
ッ
ク
が
複
数
あ
っ
た
場
合
は
、ス
ト
レ
ス
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。次
の
よ
う
な
適
切
な
ケ
ア
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　〝
こ
こ
ろ
〞の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。ぜ
ひ
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

呼
吸
法
　安静
時
の
呼
吸
回
数
は
１
分
間
に
10
〜
24
回
で
、不
安
や
怒
り
、緊
張
が

あ
る
と
早
く
な
り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
遅
く
な
り
ま
す
。呼
吸
を
整
え
る
こ
と

は
、自
立
神
経
を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

日
常
的
な
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
の
方
法

● 

湯
船
に
浸
か
っ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

　（
免
疫
機
能
が
高
ま
る
、神
経
や
筋
肉
が
ほ
ぐ
れ
る
）

● 

散
歩
を
す
る

　（
五
感
を
働
か
せ
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
む
）

● 

旬
の
も
の
を
食
し
た
り
、食
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る

● 

リ
ラ
ク
セ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る（
ア
ロ
マ
や
ヨ
ガ
、呼
吸
法
な
ど
）

精
神
神
経
科
公
認
心
理
師  

髙
瀬 

み
き

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

〝
こ
こ
ろ
〞の
健
康
を
保
つ
た
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
２
年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、

依
然
と
し
て
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。長
い
間
、緊
張
状
態
に
置
か
れ
、ス
ト
レ

ス
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　ス
ト
レ
ス
は
、放
置
し
て
お
く
と
自
分
で
発
散

さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、気
分
や
健
康
状
態
、生
活
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
し
、支
障
を
き
た
す
結
果
と
な
る
こ
と
さ
え
あ
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う
。

▲日英2カ国語対応です。

jrc-eh.net

開
催
日
：
８
月
７
日（
日
）

◆初めて診察を希望される方は、お電話でご予約ください。　◆乳児健診・予防接種は、電話予約または直接受付
にて承ります。〈乳児健診〉火・水・木・金　〈予防接種〉月～金 8:30～9:00、火・水 16:00～16:30、金 希望者

※

「
災
育
」「
院
内
災
害
訓
練
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

　よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

吐く
お腹の力が抜けて

へこむ

基本的な生活に立ち戻り、
本来の自分を
取り戻しましょう。

腹式呼吸
①鼻から３秒間
　息を吸う。

吸う

お腹に力が入り
膨らむ

③口から５秒間
　息を吐く。

②２秒間息を止める。
　（注意：無理はしない！）
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ニュース ＆ イベント

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和4年4月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/
赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 呼吸器外科部長 田中 宏和情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート80

大阪赤十字病院の理念

外来・入院 患者アンケート調査  結果報告特 集

「オランダ村の、チューリップ」 山田 恵子 （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

2022
春　号

VOL.80

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

　今回のリニューアルでは、パソコンの他にスマー
トフォンやタブレットからも、快適にご利用いただ
けるようになりました。また、「大阪赤十字病院
看護師の1日」という動画も掲載していますので、
ぜひご覧ください。ご利用の皆さまにとって、より
使いやすいサイトをめざ
してまいりますので、今後
ともよろしくお願いいた
します。

News大阪赤十字病院 看護部の
ホームページをリニューアルしました

人事異動情報 （令和3年12月31日～令和4年4月1日）

〈令和4年１月１日付〉【リウマチ・膠原病内科部】中窪　悠登（非常勤嘱託医師）　
【消化器外科部】岡田　倫明（医長）／西田　和樹（専攻医）
〈3月１日付〉【心臓血管外科部】岩倉　篤（非常勤嘱託医師→〈4月１日付〉部長）
〈4月１日付〉【リウマチ・膠原病内科部】寺前　友樹（専攻医）／妻鹿　旭（常勤嘱託医師）
【腎臓内科部】長谷部　雅子（専攻医）／村田　幹（専攻医）／山本　紘子（専攻医）
【血液内科部】吉岡　聡（副部長）／池田　正俊（専攻医）／曽根　万里江（専攻医）
【糖尿病・内分泌内科部】村部　公亮（専攻医）　【消化器内科部】武田　康宏（医長）／
辻本　彰子（医長）／安藤　徳晃（専攻医）／岡井　夏輝（専攻医）／紙屋　熙紀（専攻医）
／野間　宥佑（専攻医）／藤原　裕也（専攻医）　【脳神経内科部】今村　大智（専攻医）
／三宅　智彬（非常勤嘱託医師）　【消化器外科部】田中　敬太（医師）／増尾　彰彦
（医師）／嶋村　亜紀（専攻医）／谷田　梨乃（専攻医）／藤本　貴士（専攻医）　【心臓血管
外科部】石上　雅之助（医長）　【眼科部】岡本　洋子（医長）　【産婦人科部】水野　友香子
（医師）　【皮膚科部】中野　宏明（専攻医）　【耳鼻咽喉科・頭頸部外科部】江藤　杏奈
（専攻医）／大坂　和士（専攻医）／安田　大志（専攻医）　【小児科部】大部　聡（医師）
／柴田　幸穂（専攻医）／西林　優（専攻医）　【小児外科部】高松　由布子（医師）
【呼吸器内科部】葭　七海（専攻医）／國宗　直紘（専攻医）／田中　佑磨（専攻医）／
藤原　直樹（専攻医）／宮里　和佳（専攻医）／矢野　翔平（専攻医）　【精神神経科部】
山本　和功（専攻医）　【整形外科部】中村　賢司（医長）／芳山　貴樹（専攻医）　【脳神経
外科部】呉　浩一（医師）／松川　爽（医師）　【歯科口腔外科部】正重　裕一（副部長）／
長谷　小町（非常勤嘱託医師）　【麻酔科・集中治療部】楠　淑（医師）／新田　翔（専攻
医）／黒田　友顯（常勤嘱託医師）　【救急科部】永井　淳（常勤嘱託医師）　【病理診
断科部】家村　宜樹（非常勤嘱託医師）／伊藤　寛朗（非常勤嘱託医師）／竹内　康英
（非常勤嘱託医師）／寺田　和弘（非常勤嘱託医師）　【臨床研修医】赤田　威／今村　啓明
／亀井　美奈／坂賀　綾／佐藤　聡太／手納　忠信／西村　淑代／長谷川　真意／
服部　友哉／藤井　恒輔／増田　健人／宮里　智博／山田　祐輔　【歯科口腔外科部・
臨床研修医】湯川　瑳季

採用

〈令和3年１2月31日付〉【リウマチ・膠原病内科部】西村　望美（非常勤嘱託医師）
〈令和4年2月28日付〉【心臓血管外科部】野中　道仁（医長）　【産婦人科部】
田村　年規（専攻医）
〈3月31日付〉【院長室】中山　正吾（副院長→救急科部常勤嘱託医師）　【リウマチ・
膠原病内科部】上月　友寛（非常勤嘱託医師）／中窪　悠登（非常勤嘱託医師）　【腎臓
内科部】大宮　千明（専攻医→医師）／北井　順也（専攻医）／東　良亮（専攻医）／
福島　知穂（専攻医）　【血液内科部】金子　仁臣（副部長）／山田　知佳（医師）／
奥　雄暉（専攻医）／仲　亮祐（専攻医）／新田　彩巴（専攻医）／由比　直樹（専攻医）
【糖尿病・内分泌内科部】周　素蘇（専攻医）　【消化器内科部】木村　佳人（医長）／
岸渕　安也名（専攻医）／北浦　真珠（専攻医）／塚本　和之（専攻医）／佃　頌敏（専攻医
→医師）／南條　俊也（専攻医）／塙　悠佑（専攻医）／瀧本　郁久（非常勤嘱託医師）
【循環器内科部】今本　量允（専攻医）／川上　栞里（専攻医→医師）／松任　健一
（専攻医）／二宮　智紀（非常勤嘱託医師）　【脳神経内科部】長谷部　祥子（医師→
非常勤嘱託医師）／池田　一俊（専攻医→医師）／野村　倫子（専攻医）／鈴木　聡
（非常勤嘱託医師）　【腫瘍内科部】生駒　龍興（専攻医）　【乳腺外科部】仙田　典子
（非常勤嘱託医師→医長）／山﨑　誠二（非常勤嘱託医師）　【消化器外科部】橋本　恭弘
（医師）／烏山　拓馬（専攻医）／塚崎　翔太（専攻医→医師）／西川　裕太（専攻医）／
西田　和樹（専攻医→医師）　【心臓血管外科部】髙﨑　直（医師）／駒井　宏好（非常
勤嘱託医師）　【眼科部】中西　正典（医長）／田宮　良輔（専攻医）　【産婦人科部】
清川　晶（医長）／米山　華蓮（専攻医→医師）　【皮膚科部】阪口　有里（専攻医）／
角南　志保（専攻医→医師）　【耳鼻咽喉科・頭頸部外科部】長谷部　孝毅（医師）／
田中　千智（専攻医）／藤川　詩織（専攻医）／北野　正之（非常勤嘱託医師）／箕山　学
（非常勤嘱託医師）／吉松　誠芳（非常勤嘱託医師）　【小児科部】楠本　将人（専攻医）
【小児外科部】大野　耕一（部長）　【呼吸器内科部】伊藤　雅弘（専攻医）／髙橋　祥太
（専攻医）／爲定　裕貴（専攻医）／水谷　萌（専攻医）　【呼吸器外科部】小林　萌
（専攻医）　【精神神経科部】村田　吉司（専攻医）　【整形外科部】小西　宏樹（医師）
／小林　雅典（医師）　【脳神経外科部】松井　雄哉（医師）／鳥牧　伸哉（専攻医）
【歯科口腔外科部】井奥　雄介（歯科医師）／田中　優希（非常勤嘱託歯科医師）　【放射
線診断科部】山内　盛敬（医長→非常勤嘱託医師）／伊藤　久尊（医師）／宇都宮　友輔
（専攻医）／大倉　良太（専攻医）／金　賢真（専攻医）　【麻酔科・集中治療部】奥　聡
（医師）／白　健人（医師）／森長　郁慧（専攻医）／谷口　晶子（常勤嘱託医師→医師）
／青野　壮宏（非常勤嘱託医師）／山本　真理子（非常勤嘱託医師→医師）　【臨床検査
科部】中島　康夫（常勤嘱託医師）　【教育研修推進室】北川　景都（専攻医）／木村　沙江
（専攻医）　【大手前整肢学園】山本　英彦（園長→臨床検査科部常勤嘱託医師）
【臨床研修医】岡田　慎理（→血液内科部専攻医）／梶川　珠未／桑山　和真／鈴木　努
／瀧内　悠平／津田　洋之介／中田　雄一（→循環器内科部専攻医）／羽賀　すみれ
（→放射線診断科部専攻医）／榛間　英真／三宅　雄大（→消化器内科部専攻医）／
山形　知央／米澤　侑太　【歯科口腔外科部・臨床研修医】小林　祐佳

退職

転入

https://www.osaka-med.jrc.or.jp/nurse/

　３月３日（救急窓口については３月２日の１７時以降）より、銀聯カードと非接触型決済の
うちiDとQUICPay＋の使用が可能になりました。ご使用いただけるクレジットカードブラ
ンドおよび非接触型決済は以下のとおりです。

Newsお支払方法が増えました

４月１日より、以下の窓口に顔認証付きカードリーダーを設置し、
マイナンバーカードを利用した保険資格確認を開始しました。

Newsマイナンバーカードでの保険資格確認を開始

「ウクライナ人道危機救援金」の受付について

▲トップページ▲大阪赤十字病院 看護師の1日

新

　日本赤十字社は、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社が実施
するウクライナでの人道危機対応およびウクライナからの避難民を受け入れる周辺国とその
他の国々における救援活動を支援するため、以下のとおり、海外救援金を募集しています。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

受付期間は延長される場合があります。

国際赤十字・赤新月社連盟および日本赤十字社の対応状況については、赤十字国際ニュースおよび日本赤十字社
ホームページに随時掲載する予定です。

詳しくは、日本赤十字社のホームページをご確認ください。

令和４年３月２日（水）～５月31日（火）受付期間
●ゆうちょ銀行
　口座番号 ００１１０－２－５６０６　　加入者名 日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）
●都市銀行　口座名義はいずれも「日本赤十字社（ニホンセキジュウジシャ）」

https://www.jrc.or.jp

※通信欄に「ウクライナ人道危機」と明記してください。／受領証を希望される方は併せて「受領証希望」と明記してくだ
　さい。／ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。／金融機関によっては、振込手数
　料が別途かかる場合があります。 
【税制上の取扱いについて】個人については、所得税法第78条第２項第３号、法人については、法人税法第37条第
４項に規定する寄附金に該当します。なお、本救援金については、個人住民税に係る寄付金控除の対象にはなりません。

ア）三井住友銀行  すずらん支店  （普）２７８７７８１　イ）三菱UFJ銀行  やまびこ支店  （普）２１０５７８４ 
ウ）み ず ほ銀行  ク ヌ ギ支店  （普）０６２３４７１

使用可能場所 ・2階収納窓口　・1階救急受付窓口

カードリーダー設置場所 ・保険証確認窓口　・地域医療連携窓口　・救急受付窓口

★2階の自動精算機ではご使用いただけません
　ので、ご注意ください。

★従来の保険証も使用できます。また、公費負担医療には
　対応していませんので、受給者証等をご提示ください。

食だより／春　旬を味わう「そらまめと春野菜のポテトサラダ」　　　お薬ミニ知識／たかが胃薬、されど胃薬
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ　　　かかりつけ医をもちましょう　　
2022年度「人道支援活動」／コロナ禍において〝こころ〟の健康を保つために　　　Topics Box〈ニュース＆イベント〉

〈令和4年4月1日付〉【放射線診断科部】福本　元気（医師）　

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和4年4月発行　第80号1 8
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